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概要（Summary ）： 

DNA 分子１分子を溶液中で物理的に操作するた

めのナノ構造体の作製を行った。本年度支援に基づ

き電子線描画装置を用いてパターンを作製し、紫外

線リソグラフィーにより構造を形成することで作製

した。本構造を用いて実際に DNA 分子の操作が可

能なことを実証した。 

 

 

実験（Experimental）： 

クロムを成膜した石英ガラス基板上に対して電子

線描画装置（エリオニクス社製 ELS-7500EX、）を用

いてパターニングを行った（Fig.1 参照）。その基板表

面に SU-8 3005 を厚さ 5 mm となるようにスピンコ

ートし、背面から露光することでクロムパターンを

SU-8 に転写した。現像後、ガラス薄板で表面を削り

20 l の水溶液中に分散することで、ナノ構造体を得

た。光ピンセットによるレーザー操作機能を有した光

学顕微鏡上で、分裂酵母 DNA サンプルを蛍光観察し、

その場でナノ構造体を滴下、レーザーにより操作する

ことで構造体を介して DNA 分子を操作した。 

 

 

結果と考察（Results and Discussion）： 

溶液中に回収した後のナノ構造体を Fig. 1 の

SEM 写真に示す。構造が設計通り作製できることを

確認するとともに、構造を破壊することなく基板か

ら剥離して回収できることを確認した。DNA 観察環

境下で構造を観察したところ、良好な観察像が得ら

れたため、実際に DNA 操作に使用した。その結果、

従来のマイクロビーズによる操作よりも高い効率で、

分裂酵母 DNA 分子１個の操作に成功した。 

 

Fig. 1. Fabrication process of nanostructures 
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